
十

一

月
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御

案

内

〔平
成
三
＋
年
．
通
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第
六
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〇
回
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会

公
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財

団
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後
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議
員
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館
B

薔

五
会
璽

講

題

文
在
寅
韓
国
大
統
領

の
対
日
政
策
を
憂
え
る
！
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酬
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い
た
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箕

口

当

日
会

費

（
昼

食

付

き

）

会

員

は

三

千

円

、

非

会

員

五

千

円

。
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当

日

連

絡

先

O
c。
O
－
。。
。。
ω
O
よ

N
O
ω

重

田

O
oo
O
ー
の
N
q⊃
N
－
N
O
N
O

古
同
津

（
メ

ー

ル

不

可

・

通

話

の

み

）

▽

十

一
月

二
十

六

日

（
月
）

ま

で

に

出

欠

の
御

連

絡

賜

り

た

く

。

 

御

報

告

◎

高

齢

ド

ラ

イ

バ

ー

に

よ

る

認

知

症

が

原

因

と

み

ら

れ

る
暴

走

や

逆

走

で
、

複

数

人

が

死

傷

す

る
事

件

の
報

道

が

頻

発

す

る

折

か

ら

、

去

る

十

月

二
十

四

日

（
水

）

の
月

例

会

は

、

脳

神

経

外

科

医

の
権

威

・
河

村

弘

庸

元

東

京

女

子

医

科

大

学

教

授

に

『
認

知

症

に

な

る

仕

組

み

と

そ

の
対

策

に

つ
い

て
！

』

と

題

し

て

、

御

講

話

を

い
た

だ

い
た

。

河

村

弘

庸

先

生

は

、

ま

ず

人

間

の
脳

の
解

剖

図

を

ス
ク

リ

ー

ン
上

に
示

さ

れ

、

前

頭

葉

．
頭

頂

葉

．
側

頭

葉

．

後

頭

葉

・
小

脳

等

々
を

図

示

さ

れ

、

そ

れ

ぞ

れ

の
機

能

・
働

き

に

つ
い

て
説

明

さ

れ

た

。

そ

の
上

で
、

河

村

先

生

は

、

脳

の
神

経

細

胞

は

一
四

〇

億

個

あ

る
が

、

毎

日

一
〇

万

個

つ

つ
死

ん

で

い

る

。

そ

の
結

果

、

八

〇

歳

の
人

の
脳

細

胞

は

、

二

〇
歳

の
人

の
脳

の
八

〇

％

し

か

な

い
。

し

か

し

悲

観

す

る

必

要

は

な

い
。

け

だ

し
、

神

経

細

胞

同

士

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

が

発

達

し

、

減

少

し

た
分

の
働

き

を

十

分

補

え

る

か

ら

だ

。

脳

の
記

憶

に

つ
い

て
、

視

覚

は

一
秒

ほ
ど

だ

が

動

画

を

み

る

と

動

い

て

い

る

よ

う

に
見

え

る

。

聴

覚

記

憶

は

四

秒

だ

が

、

そ

れ

で
音

楽

の
旋

律

を

感

じ

取

る

こ
と

が

で

き

る
。

短

期

記

憶

は

二

〇

秒

～

一
分

程

度

だ

が

、

一
〇

桁

の
電

話

番

号

を

一
時

的

に
記

憶

で
き

る

。

長

期

記

憶

は
数

カ
月

つ
づ

く

記

憶

で

あ

る

。

手

続

記

憶

と

は

自

転

車

や

ピ

ア

ノ

や

ス
キ

ー
な

ど

の
感

覚

で
、

一
度

習

得

す

る

と

一
生

行

う

こ
と

が

で
き

る

。

美

化

す

る

情

緒

記

憶

も

あ

る

。

い
わ

ゆ

る
ボ

ケ

と

認
知

症

と

は
違

う

。

ボ

ケ

と

は

一
時

的

に
思

い
出

せ

な

い
が

、

ヒ

ン
ト

を

与

え

る

と

記

憶

が

よ

み

が

え

る

。

し

か

し

認

知

症

は

ヒ

ン
ト

を

与

え

て
も

思

い
出

せ

な

い
。

認

知

症

も

、

一
期

は

ま

だ

日

常

生

活

が

で
き

る

。

二
期

に
な

る

と

排

徊

な

ど

行

動

異

常

が

出

る

。

三

期

と

な

る

と

家

族

の
認

識

が

出

来

な

く
な

る

。

一
般

に

「
認

知

症

」

と

は

、

大

脳

半

球

の
連

合

野

全

体

の
障

害

で
あ

る

。

五

つ
あ

る

連

合

野

の
す

べ

て

に
障

害

が

現

れ

る

。

ア

ル

ツ

ハ
イ

マ
ー

型

と

非

ア

ル

ツ

ハ
イ

マ
ー
型

に
分

か

れ

る

。

前

者

は

、

罹

っ
て
も

一
〇
年

位

は

ほ

と

ん

ど
症

状

が

で
な

い
。

七

〇
～

八

〇
歳

に
な

っ
て
症

状

が

出

な

け

れ

ば

心

配

な

い
。

後

者

に

は

、

脳

梗

塞

な

ど

脳

血

管

性

認

知

症

、

そ

し

て
排

徊

や

妄

想

が

激

し

く

な

る

ル
ビ

ー

小

体

型

認

知

症

、

公

衆

の
面

前

で
卑

狸

な

発

言

を

す

る

前

頭

側

頭

葉

型

認

知

症

が

あ

る

等

々

、

大

層

分

か

り

や

す

く

、

勉

強

に

な

り

ま

し

た

。

（
清

原

記

）

　

 

▽

当

「
公
益

財

団

法

人

協

和
協

会

」

と

は

昭

和

四
十

九

年

、

岸

信

介

元

総

理

に

よ

っ
て
創

立

さ

れ

た

財

団

。

活

動

趣

旨

は

、

「
政

党

・
派

閥

・
利

害

・
打

算

の
次

元

を

超

え

て
、

真

に
国

家

的

課

題

を

研

究

調

査

し

、

特

に
重

要

課

題

は

、

政

府

宛

要

請

書

を

作

っ
て
、

時

の
政

府

へ
提

出

す

る

」

こ
と

に
あ

る
。

昭

和

五

十

四

年

か

ら

本

格

活

動

に
入

り

、

月

例

講

話

会

の

は

か

に
、

八

つ

の
部

会

と

、

五

～

六

の
委

員

会

が

あ

り

、

こ
れ

ま

で

に

百

三

十

七

本

の
要

請

書

を

時

の
政

府

に

提

出

し

て

い

る

。

第

二
代

会

長

は

福

田
題

夫

元

総

理

、

第

三

代

会

長

は

櫻

内

義

雄

元
衆

議

院

議

長

、

第

四

代

会

長

は

塩

川

正

十

郎

元

財

務

大

臣

、

第

五

代

会

長

代

行

と

し

て

、

江

口

一
雄

元

衆

議

院

議

員

、

現

在

、

第

六

代

は

代

表

理

事

兼

会

長

代

行

と

し

て
、

岸

信

夫

衆

議

院

議

員

・
元

外

務

副

大

臣

・
前

議

院

運

営

委

員

会

理

事

が

就

任

し

て

い
る

。

▽

事

務

局

電
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総
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、

高

津


